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　謹んで新春のお祝いを

申し上げます。

　昨年、10月21日の第28

回定期大会で、会長に就

任しました「髙藤」です。

前任の宮﨑会長同様、よ

ろしくお願いします。

　さて、旧年中は、新型

コロナウイルス感染症の

拡大による影響を大きく受けた年でした。秋口から、

感染拡大は落ち着いていますが、今後も最大限の注意

を払う必要があります。

　私たちはこの約２年間で、感染症対策をいろいろ

と学んでいます。この経験を活かした知恵と工夫で

諸取り組みを展開し、「持続可能な社会づくり」に邁

進しなければなりません。関係各位の旧に倍するご

支援・ご協力をお願い申し上げます。

　新年にあたり、３点について申し上げます。

　はじめに、2022春季生活闘争は、組合員の生活向

上は素より、日本の抱える構造的課題に加え、コロ

ナ禍で明確になった社会の脆弱性を克服し、社会に

元気を与える大きな役割があります。我が国のGDP

は、コロナ前の水準にほぼ回復したとはいえ、低位

で推移する厳しい状況下ではありますが、「賃上げ」

の流れを是が非でも継続し、全ての働く者の処遇に

波及させ、「元気な日本」「元気な長崎」を取り戻さな

ければなりません。

　次に、政策実現力の強化についてです。昨年10月

の第49回衆議院選挙では、長崎選挙区の１区から４

区まで候補者を推薦し闘いましたが、結果はご承知

の通り国会議員を３名に拡大することができ、政策

実現力を高めることができました。組合員をはじめ、

ご支援ご協力を頂いた全ての方々に、感謝申し上げ

ます。

　本年夏には、第26回参議院選挙が施行されます。

早期に長崎選挙区の準備を進め、この勢いで各構成

組織の組織内候補や長崎選挙区で勝利し、生活者の

視点に立った政策・制度要求の実現力を、更に高め

ていきましょう。

　最後は、核兵器廃絶の取り組みです。昨年、「核兵

器禁止条約」が発効され歴史的な一歩となりました。

今後は、より実効性のあるものとすべく、各国での

具体的活動が求められます。連合長崎は、被爆地長

崎の労働組合として、連合本部・連合広島と連携し、

日本政府に対し条約への対応を働きかけるととも

に、核兵器廃絶の運動が更に広まるよう発信力を強

めて行きます。

　2022年が、組合員の皆さんにとって、ご家族とも

に幸多い年となりますよう祈念致します。

第20回フォトコンテスト最優秀作品　「針尾瀬戸」
堀　隆義さん（全自交県タクシー労組ＯＢ）

連合長崎
会長  髙藤　義弘
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　新年あけましておめでとうございます。日頃よりの立憲民主党長崎県連へのご支援・
ご協力に心より感謝申し上げます。
　さて、昨年は、年明け早々から始まった五島市議会議員選挙、諫早市議会議員選挙、
平戸市議会議員選挙と各種地方選挙では、連合長崎をはじめ、多くの皆様に大変お
世話になりました。
　また、「第49回衆議院議員選挙」では、２区、３区、４区の私どもの公認候補に対し、
ご推薦をいただき、力強いご支援をいただきました。残念ながら、それぞれ選挙区で
勝利することは叶いませんでしたが、３区「山田勝彦」、４区「末次精一」がそれぞれに
九州比例ブロックで「復活当選」をさせていただきました。心新たに、党内一丸となって
皆様の負託にしっかりと応えるべく、真摯に政治に取り組んで参ります。

　夏には、「第26回参議院議員選挙」がおこなわれ、私どもの公認候補「白川あゆみ」が立候補を予定しており
ます。合わせて何卒、宜しくお願い致します。
　結びに、連合長崎にさらなる発展と連合長崎に集われるすべての皆様のご活躍とご健勝を祈念申し上げ、
新年のご挨拶とさせていただきます。

ニューノーマルに対応した新たな運動スタイルへの挑戦
　皆さま、明けましておめでとうございます。
　2022年の年頭にあたり、日頃からの連合運動に対するご支援に改めて感謝申し上
げますとともに、今年が皆様にとって実り多き一年となりますようお祈りいたします。
　コロナ禍の見えない感染リスクと向き合いながら、それぞれの立場で、大変なご苦
労・ご奮闘を続けてこられたと思います。足許を見たときに、未だ感染収束が見通せ
ない中、焦る気持ちを持つこともおありでしょう。
　しかし、今年の干支は「壬寅（みずのえとら）」。寅年は「成長」や「始まり」の年とされ、
大きく時代が動き、成長していくターニングポイントだそうです。今年こそ、ジェン
ダー平等社会の実現に向けて大きな一歩を踏み出し、ポストコロナを見据えた社会変

革の起点となる年にしていきましょう。
　2022春季生活闘争は、「未来づくり春闘」として、経済の後追いではなく、労働組合が前に出て社会経済の
けん引役を果たすことが求められています。すべての組合が賃上げに取り組むことで、「底上げ」「底支え」「格
差是正」を加速させ、分配構造を転換し、経済の自律的な回復につなげていくことが重要です。
　一方で人口構造・産業構造の変化など、不確実な環境変化に適応しつつ、一人ひとりの多様性が尊重され、
将来に希望の持てる社会づくりを通じて、社会・経済の新たな活力を創り出していかねばなりません。コ
ロナ禍での気づきを、今後の社会へ活かしていくことも不可欠です。そのためにも連合政策の実現が求め
られており、来る参議院議員選挙における働く者・生活者の立場にたった政治勢力の拡大が極めて重要です。
　同時に、私たち労働組合自身も、ニューノーマルに対応した新たな運動スタイルへの挑戦が求められます。
団結や連帯の幅を広げ、より多くの人とつながり合い、力を結集することが必要です。そして、すべての
働く仲間に向けた組織拡大・強化の取り組みを通じて、集団的労使関係の価値を社会に広げていくことが
重要です。
　一人ひとりをまもり、地域をつなぎ、人権が尊重されジェンダー平等と多様性に満ちた社会の構築に向
けて、果敢に取り組みましょう。そして、「働くことを軸とする安心社会」の実現に向けて、すべての働く仲
間とともに「必ずそばにいる存在」としての連合運動を切り拓いていきましょう。私も先頭に立って連合運
動の社会的価値を発信し、行動していきます。本年も皆様のご指導ご協力をお願いいたします。

日本労働組合総連合会
会長  芳野　友子

立憲民主党
長崎県総支部連合会
代表  山田　朋子
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　初春のお慶びを申し上げます。
　昨年は諫早市議会議員選挙、衆議院議員選挙におきまして、力強いご支援を頂き、勝
利に導いて頂きました。特に総選挙におきましては、大変厳しい戦いの中で、組合員の皆
様お一人お一人が支援の輪を広げて頂いたお力の賜物と、心より感謝申し上げます。あら
ためて私の責任の重さを胸に刻んでおります。
　一昨年から続く新型コロナウィルス感染拡大の長期化により、県民生活、そしてコロナ以前
から厳しい状況にあった長崎の地域経済が一層深刻な状況となっており、選挙戦を通じて
多くの皆様から切実な声をお聞きしてきました。コロナ禍で社会的に弱い立場の方々に深刻
な影響が及んでおり、社会のセーフティーネットを強化すると共に、日本社会が抱える脆弱性
の克服が重要な政治課題です。また第６波を起こさない感染防止対策と共に、地域経済の
回復が急務です。選挙戦で党の公約として掲げた「賃金があがる経済政策への転換」を目
指し、ウィズコロナ、アフターコロナの新しい時代において、働く事を軸とする持続可能な安

心安全な社会の構築の為に、今後とも全力で働いてまいる決意です。
　今年も県連所属議員団が連携し、町・市・県・国それぞれの議会において諸課題解決の為に頑張ってまいりま
すので、引き続きのご指導、ご支援を何卒よろしくお願い申し上げます。
　髙藤会長様を中心に連合長崎の今後益々のご隆盛と皆様の今年１年のご健勝ご多幸をお祈りし、年頭のご挨拶と
致します。

国民民主党
長崎県総支部連合会
代表  西岡　秀子

　皆様には健やかに新年をお迎えのことと存じます。
　昨年10月の衆議院総選挙は大変おつかれ様でした。政権交代をめざした皆様方の
ご奮闘に心から敬意を表しますとともに、社民党へ力強いご支援・ご協力を賜り厚
く感謝申し上げます。
　今年も引き続き「コロナ禍」での活動を余儀なくされると思いますが、健康には十
分に注意しながら活動を進めてくださるよう祈念いたします。
　10年に及ぶ強権政治によって、憲法が形骸化され、政治の私物化と独裁化、格差
拡大、福祉・医療など社会保障の切り捨てが進み、国民生活は疲弊してきました。
総選挙では自民党多数を許す結果となりましたが、野党共闘が功を奏して、本県を
含めた各選挙区ではあと一歩のところも多数ありました。今夏の参院選へむけさら
に取り組みを強化する所存です。

　人々がともに生きる共生社会、憲法の基本理念を活かし、平和と人権、いのちの尊厳が守られる社会と
政治の確立をめざし、ともにがんばりましょう。

社民党長崎県連合
代表代行  村上信行

　新年あけましておめでとうございます。
　皆様におかれましては、つつがなく新しい年をお迎えのこととお慶び申し上げま
す。昨年は第49回衆議院選挙において力強いご支援を賜り、おかげ様で初当選を果
たすことが出来ました。心より御礼申し上げます。誠にありがとうございました。
また、お騒がせしてしまい、申し訳ございません。
　さて、立憲民主党は泉健太新代表が誕生しました。生活者や働く皆様の声を大切
に、「政策提案」能力をこれまで以上に磨いていき、政権交代可能な緊張感のある政
治を実現していかなければなりません。その為にも今夏挙行されます参議院議員選
挙は大変重要です。立憲民主党から立候補を予定しております白川あゆみの議席獲
得に向けて、全力で取り組む所存でございます。

　結びになりますが、2022年が素晴らしい年になり、連合長崎の益々のご発展と、皆様方の更なるご活躍
とご健勝を心よりお祈り申し上げます。

衆議院議員（長崎３区）

山田　勝彦
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　新年あけましておめでとうございます
　連合長崎の皆様におかれましては、ご家族おそろいで健やかに新春を迎えられた
ことと、お慶びを申し上げます。
　日頃より高藤会長をはじめ、皆様方にはご指導・ご支援を賜り厚く御礼を申し上
げます。
　とりわけ昨年の衆議院選挙では、皆様の熱いご支援により議席を確保することが
できました。心より感謝申し上げます。
　また、新型コロナウイルス感染症につきましても新たな株が発生し世界的な規模
で猛威を振るい、国民の健康・生命が脅かされ、地域経済も低迷し、雇用環境も極
めて厳しい状況が続いております。
　さて、岸田政権のもとで、格差の拡大、雇用の不安定化が懸念されております。
この流れを変え、安心安全の社会をつくるために、生活者、働く者の立場に立った

政治が必要です。そのためには、今年の参議院議員選挙では、「白川あゆみ」候補の必勝に向けて、私も皆
様とともに全力を尽くします。
　本年が皆様にとって幸多きすばらしい年となることを心からご祈念申し上げます。

衆議院議員（長崎４区）

末次　精一

　連合長崎に結集する組合員の皆さん、新年明けましておめでとうございます。日
頃から連合長崎の皆様方には、ご指導とご協力をいただいていることに心から感謝
申し上げます。
　この2年間は新型コロナウイルスに翻弄された年月でした。日本では感染者数は
減少傾向にありますが、早期の収束を願うばかりです。
　連合長崎は昨年10月に第28回定期総会を開催、髙藤会長、岩永事務局長の新たな
体制でスタートしました。これからも雄々しく前進されんことを心から期待してお
ります。
　昨年末の第49回衆議院議員選挙、長崎1区は西岡秀子さんが圧勝、3区山田勝彦さ
ん、4区末次精一さんが見事比例復活当選を果たしました。今年は参議院議員選挙
の年、現退一致で全力を傾注しましょう。これからも「信頼される連合長崎」として
の地位を確保し、地域社会をリードしてほしいと願っております。今年も皆様方の

ご健闘を心よりご祈念申し上げます。

長崎県退職者連合
会長  上田　順一

　あけましておめでとうございます。
　皆様には、健やかに新春をお迎えのこととお慶び申し上げます。
　昨年は、「東京2020オリンピック・パラリンピック」に本県ゆかりの15名の選手が出場
され、２つの金メダルと３つの銀メダル獲得など、県民に大きな夢と感動を与えました。
　新型コロナウイルス感染症については、様々な感染拡大防止対策や医療提供体制や
検査体制の強化、ワクチン接種の推進などの対策に全力を注いでまいりました。感染
収束の目途は見通せない状況にありますが、県民生活や社会活動の制限緩和と地域経
済の活性化に向けて、様々な取組を進めてまいります。
　さて、本年秋には、いよいよ長年の悲願であります西九州新幹線（長崎～武雄温泉）
が開業いたします。新幹線の開業は、交流人口の拡大をはじめ、地域振興や産業の振
興など、本県にとって大きなチャンスであり、開業までの残された期間、市町や経済団
体等との連携を図りながら、官民一体となって開業効果を最大限に高められるよう、皆

さまのご協力をお願いいたします。
　また、産業分野においては、５Ｇ関連や自動運転技術等の進展により、世界的に半導体需要が拡大する中、
本県への誘致企業による新工場の更なる拡張や、新たな投資計画により、数百名規模の雇用の拡大が期待さ
れます。
　このように、本県が迎える大きな変革の時期をチャンスとして捉え、地域の活性化につなげる施策への取組、
そして新たな時代を生き抜いていく、力強い長崎県づくりが始まっております。
　結びに、本年が皆さまにとりまして、素晴らしい年となりますよう心からお祈り申し上げます。

長崎県知事

中村　法道
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【地域助成対象資格】
○連合組合員及びその家族、ＯＢ（家族を含む）が積極
的に運営に参加しているＮＧＯ・ＮＰＯ団体等が行
う具体的事業プログラム。
○連合長崎構成組織、地協・ブロックが日常的な活動で
連携しているＮＧＯ・ＮＰＯ団体等が行う具体的事
業プログラム。

【対象となる活動】
○大規模災害などの救援・支援活動
○戦争や紛争による難民救済などの活動
○人権救済活動
○地球環境保全活動
○ハンディキャップをもった人たちの活動
○教育・文化などの子どもの健全育成活動
○医療や福祉などの活動
○地域コミュニティー活動（レクリエーション活動を除く）
○生活困窮者自立支援活動

【募集期間】
○2022年１月１日（土）～３月31日（木）まで

【お問い合わせ】
○具体的な内容等について、不明な点は連合長崎まで
お問い合わせ下さい。

　「連合・愛のカンパ」は、人道主義の立場から「自由、平等、公正で平和な世界の実現」に
向け、社会貢献活動として取り組むものであり、NGO・NPO団体等の事業・プログラム
への支援、および自然災害等による被災者に対する救援・支援を目的としています。
　今回は、助成支援団体（事業）として、下記の通り募集を行います。

　2021年11月25日（木）長崎
大学経済学部へ寄付講座の贈
呈式を行いました。寄付講座は
次世代を担う長崎大学の学生
に対して、労働の在り方や労働
組合の役割に理解を深め、職業
意識を高めてもらうことが目
的で、毎年4月から7月末まで
の約4か月で14講座を実施予
定です。

～学生に労働組合の役割を求めて～～学生に労働組合の役割を求めて～
長崎大学との寄付講座贈呈式実施長崎大学との寄付講座贈呈式実施
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　連合長崎青年委員会は、12月4日（土） 長崎県勤労福
祉会館４F合併会議室において、青年委員会第32回総
会を開催しました。
　総会では、青年委員会を代表して角﨑委員長（基幹労
連）があいさつを行い、引き続き来賓として連合長崎髙
藤会長から激励のあいさつをいただき、西岡秀子衆議
院議員、山田勝彦衆議院議員（秘書代理出席）、末次精
一衆議院議員を紹介しあいさつをいただきました。
　報告事項では「2021年度活動経過報告」として、構成
組織青年代表者・担当者会議での意見交換、平和への
取り組みなどについて、また、今年はコロナ禍の中で、
レクリエーションなど中止をした行事もあり、来年度

への課題についても報告をおこないました。
　 続いて、第１号議案の2022年度運動方針から、第２
号議案の2022年度予算、第３号議案の役員選出まで
提起を行い、満場一致で承認されました。また、本総
会ではスローガンを 「パワフル！ジョイフル！ハートフ
ル！」 とし、①ふれあい・交流を深める活動、②次世代の
青年リーダー育成のための意見交換・学習会、③平和
への取り組み、④福祉・ボランティア活動、⑤政治活動
への取り組みを基盤に 「力強く、 楽しく、心通じ合う」 
活動を展開していくことを確認しました。
　最後に、角﨑委員長による参加者全員の「団結ガン
バロウ」で総会を締めくくりました。また、新たなメン
バーで頑張ります。

パワフル！ジョイフル！ハートフル！若い力を結集しよう！

　連合長崎女性委員会は、12月4日 （土）勤労福祉会館
３F大会議室において、女性委員会第32回総会を開催
しました。
　総会では、女性委員会を代表して増本委員長があい
さつを行い、引き続き来賓として連合長崎髙藤会長か
ら激励のあいさつをいただき、西岡秀子衆議院議員、
山田勝彦衆議院議員（秘書代理出席）、末次精一衆議院
議員を紹介し、あいさつをいただきました。
　報告事項では「2021年度活動経過報告」として、女性
委員会が主催する学習会や、男女平等参画実現に向け
た取り組み、女性交流会の開催、連合長崎や青年委員

会と連携した平和の取り組み等について報告を行いま
した。
　続いて 第１号議案として、『社会のあらゆる分野の性
差別をなくし、男女平等社会を実現しよう！』を目標に
「2022年度の活動方針」、第２号議案 「2022年度予
算」、第３号議案「役員選出」まで提起を行い、満場一致
で承認されました。
　最後に総会宣言として、『一人ひとりが主体となって、
男女平等の社会づくり、労働組合における男女平等参
画推進、2022春季生活闘争への積極的な参画をおこ
ない、尊重された「真の多様性」が根付く職場・社会を
実現していくこと』を確認し、総会を閉会しました。

〈青年委員会2022役員体制〉
委 員 長
副 委 員 長
事 務 局 長
事務局次長
幹 事

〃
〃
〃
〃

角　﨑　孝　大
林　　　良　薫
森　　　芳　輝
山　部　大　輝
佐　藤　千　秋
山　下　裕　己
中　村　優　一
照　屋　忠　志
山　崎　哲　平

基 幹 労 連
電 力 総 連
自 治 労
全 労 金
UA ゼンセン
自 治 労
Ｊ Ｒ 連 合
Ｊ Ｐ 労 組
電 機 連 合

〈女性委員会2022役員体制〉
委 員 長
副 委 員 長
事 務 局 長
幹 事

〃
〃
〃
〃

増 本　利 恵
西﨑　愛 希
櫻 井　小 絵
徳 永 江 里 菜
清 國　梨 愛
川 下　真 帆
原 田　萌 末
横 田　草 子

自 治 労
ＪＰ 労 組
日 教 組
自 治 労
基 幹 労 連
電 力 総 連
全 労 金
フード連合

「連合長崎青年委員会第32回総会」を開催

社会のあらゆる分野の性差別をなくし、男女平等社会を実現しよう！
「連合長崎女性委員会第32回総会」を開催
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― あけましておめでとうございます ―― あけましておめでとうございます ―

副 会 長

米村　　豊
（自治労）

副 会 長

長岡　英樹
（ＵＡゼンセン）

副 会 長

中川　俊紀
（基幹労連）

副 会 長

川内ひろこ
（ＪＰ労組）

副 会 長

堀江　信也
（電力総連）

副 会 長

川瀬　隆文
（情報労連）

事務局長

岩永　洋一
（ＪＰ労組）

副事務局長

縄本　恵太
（基幹労連）

副事務局長

種村　和久
（自治労）

副事務局長

西野　輝夢
（電力総連）

執行委員

江島　浩介
（自動車総連）

執行委員

川田　隆往
（電機連合）

執行委員

椎山　和久
（国公連合）

執行委員

山下祐一朗
（フード連合）

執行委員

山口　裕志
（運輸労連）

執行委員

松本　順一
（海員組合）

執行委員

野原　秀昭
（交通労連）

執行委員

山下　和英
（日教組）

執行委員

田平　賀一
（自治労連）

執行委員

久木﨑　功
（ＪＲ連合）

執行委員

田尻　正行
（私鉄総連）

執行委員

橋口　才蔵
（全国ガス）

執行委員

森　　忠吉
（全自交労連）

執行委員

溝上　剛治
（長崎私交通労組）

執行委員

木戸　則之
（長崎電気軌道労組）

執行委員

塩田　淑文
（長崎地協）

執行委員

古川　洋介
（佐世保地協）

執行委員

入江　良美
（諫早・島原地協）

執行委員

川本　良美
（大東・壱岐・対馬地協）

執行委員

松山　忠敏
（五島地協）

執行委員

久米美那子
（自動車総連）

執行委員

増本　利恵
（女性委員会・自治労）

執行委員

西﨑　愛希
（女性委員会・ＪＰ労組）

会計監査

村田　元輝
（自治労）

会計監査

橋田　和廣
（交通労連）

会計監査

小林　照尚
（全労金）

書　記

深江　絵美
（連合長崎）

書　記

草野いづみ
（連合長崎）

2022年皆さんとともに頑張ります！よろしくお願いします。


